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度
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復
古
王
制
の
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立
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一
八
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四
年
憲
章

一
八
一
四
年
、
一
五
年
間
に
わ
た
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
が
軍
事
上
の
敗
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に
よ
っ
て
崩
壊
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
ブ
ル
ボ
ン
復
古
王
制
が
成
立
し
た
。

こ
の
復
古
王
制
に
法
的
枠
組
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与
え
る
べ
く
ル
イ
一
八
世
に
よ
っ
て
欽
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さ
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料

M
V

ヤ
戸
ト

れ
た
の
が
「
憲
章
」
、
い
わ
ゆ
る
一
八
一
四
年
憲
章
で
あ
る
。

憲
章
は
、

会
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
に
な
ら
い
二
院
制
を
採
用
し
、
国
王
任
命
の

資

世
襲
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
貴
族
院

(
(
U
E
B
r
s
ι
2
E巴
=
ろ
と
財

産
資
格
に
基
く
制
限
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

代
議
院

(
(
U
E
B
Z。
ι
g
u
S
E
b
C
と
を
設
け
た
。
代
議
院
議
員
選
挙
区

つ
い
て
は
、
選
挙
権
が
三

O
歳
以
上
で
三

0
0
フ
ラ
ン
以
上
の
直
接
税
官

5

円
。
ロ
可
与
三
一
oロ
去
百
円
件
。
)
を
納
入
す
る
者
に
、
被
選
挙
権
が
四

O
歳
以
上
の

一
0
0
0
フ
ラ
ン
以
上
納
入
者
に
そ
れ
ぞ
れ
付
与
さ
れ
た
(
第
三
八
条
、
第

四
O
条
)
。
た
だ
し
、
被
選
挙
権
者
が
県
に
お
い
て
五

O
名
に
満
た
な
い
場

合
、
そ
れ
に
達
す
る
ま
で
一

0
0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
納
税
者
の
中
か
ら
高
額

納
税
者
が
補
充
さ
れ
る
(
第
三
九
条
)
。

と
こ
ろ
で
、

代
議
院
議
員
は
選
挙

会

(
}
2
n
o
F伊問。
ω
企

o
n
S
E
E
H
)
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
組
織

に
つ
い
て
は
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
さ
れ
た
(
第
三
五
条
〉
。

次
い
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
「
百
日
天
下
」
後
、
選
挙
会
召
集
の
た
め
に
制

定
さ
れ
た
一
八
一
五
年
七
月
一
一
一
一
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
選
挙
に
関
す
る

議
章
の
若
干
の
規
定
を
修
疋
し
、
新
た
に
選
挙
方
法
に
つ
い
て
規
定
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
一
種
の
二
段
階
潔
挙
制
を
採
用
し
、
ア
ロ

ゾ
デ
ィ
ス
マ
ン
選
挙
会

(
g己
中
間

2
《

]
w
Z
E
E
-
E
2
5ロ
同
)
と
県
選
挙
会

合
D
Z
2
2
t
t
M
M
R
Z
B
E
M
C
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
前
者
の
選
挙
人
に 議

な
る
た
め
に
は
満
二
一
歳
に
津
し
て
い
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
の
に
対
し
、

後
者
の
選
挙
人
は
満
二
一
歳
以
上
の
高
額
納
税
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
(
第

八
条
〉
。

ま
た
、

議
員
資
格
は
満
二
五
歳
以
上
で
一

0
0
0
フ
ラ
ン
以
上
の

税
を
支
払
う
者
に
限
定
さ
れ
た
(
第
一

O
条
、
第
一
一
一
一
条
)
。
し
た
が
っ
て
、

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
選
挙
権
と
被
選
挙
権
に
つ
い
て
憲
章
の
規
定
を
幾
分
緩
和

し
た
と
い
え
る
。
選
挙
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
ア
ロ
ン
デ
ィ
ス
マ
ン
選
挙
会

が
県
の
議
員
数
と
同
数
の
候
補
者
を
提
出
し
、
県
選
挙
会
は
少
く
と
も
議
員

の
半
数
を
こ
の
候
補
者
の
中
か
ら
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た

(
第
五
条
、
第
七
条
)
。

実
質
的
な
選
挙
権
は
県
選

挙
会
を
構
成
す
る
高
額
納
税
者
に
留
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

」
の
方
法
に
よ
れ
ば
、

一
八
一
六
年
以
後
の
復
古
玉
制
の
政
治
安
は
、
立
惑
い
主
党
が
支
配
す
る
前

期
(
一
八
二
ハ
|
二

O
)
と
右
派
(
立
憲
王
党
右
翼
と
渦
激
主
党
と
の
連
携

勢
力
〉
が
支
配
す
る
後
期
(
一
八
二

O
l一一一
O
)
と
に
区
分
し
う
る
が
、
そ

れ
ヂ
れ
の
時
期
に
注
目
す
べ
き
選
挙
法
が
一
つ
ず
つ
制
定
さ
れ
て
い
る
。

(

l

)

立
法
権
は
国
主
と
両
院
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
が
、
法
律
発
議
権
は
前

者
に
の
み
属
し
、
後
者
の
権
限
は
法
律
案
の
議
決
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ

た。

〈
2
)
ジ
ャ
ン
・
ロ
ム
氏
に
よ
れ
ば
、
一
八
二

O
年
の
〈
直
接
)
税
一

0
0

0
フ
ラ
ン
は
一
九
五
九
年
の
八

O
万
も
し
く
は
一

O
O万
フ
ラ
ン
に
相

当
寸
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
(
ジ
ャ
ン
・
ロ
ム
『
権
力
の
座
に
つ
い
た
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口

大
，
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
』
木
崎
喜
代
治
訳
・
岩
波
書
応
・
一
九
七
一
、
四

四
頁
)
。
な
お
、
一
八
一
四
年
索
章
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
円
、
.
0
E間
E
F
出・

冨

g巳
2
2
m
-
∞S
E
Z
守
的
。
shHtH足
立
。
ま
ミ
宮
守
宮
町
民
・

もお』除川崎町内
Mg一時。町民
H
H

南宮俄叫し明弘司目白

h
ぜ白
3
2
w

札ぬも

Nhr町一
M
M
v
h
w
h
w
.
J
1
0
A
W
L
-
-

(
}
M
R
F
S日
N
Y
司
広
∞
lH4品
喝
野
村
敬
浩
『
フ
ラ
ン
ス
県
伊
川
法
・
行
政

法
概
論
』
(
有
信
堂
・
一
九
六
二
)
五
七
三
|
五
七
九
頁
。

(
3
)

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
パ
リ
に
帰
還
し
て
制
定
し
た
一
八
一
五
年
四
月
一
一
一
一

日
帝
国
窯
法
付
加
法
は
、
以
下
の
よ
う
な
選
挙
制
度
を
定
め
て
い
た
。

ω選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権

l
選
挙
権
に
つ
い
て
は
、
共
和
八
年
療

法
の
規
定
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
(
第
一
条
、
共
和
八
年
煮
法
の
選

挙
規
定
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
選
挙
制
度
史
ハ
門
」
『
北
大
法

学
論
集
』
二
九
巻
二
号
、
二
二
七
頁
を
参
照
)
。
付
加
法
は
、
二
院
制

を
採
用
し
て
立
法
府
を
世
襲
で
あ
る
告
族
院
と
人
民
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
る
代
議
院
と
に
分
け
た
が
、
代
議
院
議
員
に
選
出
さ
れ
る
に
は
最
低

二
五
歳
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
(
第
八
条
)
。

ω選
挙
方
法

l
県
選
挙
会
と
ア
ロ
ン
デ
ィ
ス
マ
ン
選
挙
会
が
共
和
一

O
年
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
一
六
日
の
元
老
院
令
に
従
っ
て
維
持
さ
れ
た
(
第

二
七
条
、
共
和
一
O
年
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
一
六
日
の
元
老
院
令
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
、
前
掲
論
文
、
二
二
九
頁
を
参
照
)
。
代
議
院
議
員
六
二
九

名
は
、
次
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一

に
各
ア
ロ
ン
デ
ィ
ス
マ
ン
毎
に
一
名
の
割
で
ア
ロ
ン
デ
ィ
ス
マ
ン
選
挙

会
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
三
六
八
名
、
第
二
に
各
県
の
人
口
に
比
例
し
て

プラ γス選挙制度史

県
選
挙
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
二
三
人
名
、
そ
し
て
最
後
に
営
業
お

よ
び
商
工
業
の
所
有
者
の
代
表
と
さ
れ
、
商
工
会
議
所
お
よ
び
諮
問
評

議
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
被
選
挙
人
名
簿
に
基
き
、
県
選
挙
会
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
る
二
三
名
で
あ
る
(
第
一
一
一
一
条
、
第
三
三
条
)
。

こ
の
法
律
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
ロ
c
m
c
F
F向。ロロ
-
2
2
∞O
ロ
E
E
-

D
℃
-
己
了
間
》
・
口
町
1
g
y
野
村
、
前
掲
書
、
五
八
O
|
五
八
五
頁
。

(

4

)

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
弘
之
、
ミ
ミ
師
、
号
、
』
町
吉

S'

芯
マ
2
・
N

よかユ
P

H

・
5
・
司
・
品
(
以
下
、
〉
-
H
I
-
-
N
F
F

・
-
と
略
す
)

を
参
照
。

(
R
ノ
)
こ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
基
い
て
行
な
わ
れ
た
一
八
一
五
年
八
月
の
選

挙
で
は
、
四
O
二
議
席
中
三
五
O
議
席
を
旧
亡
命
貴
族
多
数
を
含
む
ユ

ル
ト
ラ
が
占
め
、
ル
イ
一
八
世
は
こ
の
ユ
ル
ト
ラ
議
会
を
「
ま
た
と
見

出
し
が
た
い
議
会
」

(
F
ゎ
r自
国
ゲ

3
5可
O
E
S
E
O
〉
と
呼
ん
だ
(
〉
ロ
ιみ

豆
R
Cロ
七
B
5
2
0
F
L
E
E
E
H札
口
ま
同
H

S
問
、
ミ
ミ
ミ
号
、
言
沼
田

町白鞘柏町
M

R
刷、

N
u
v
h
w
h
w
b
=
。
旬
、
。
忠
、
F
H
M山
門

2
・]「由、吋ゲ同
v

・
ω
印)。

(
6
)
中
木
康
夫
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
(
上
)
』
(
未
来
持
.
一
九
七
五
)
五

O
頁。議
会
主
制
期
の
選
挙
法
を
扱
っ
た
文
献
と
し
て
は
、

F
D
E
m
y
b
m
F
'

ロ
F
R・
-
門
町
勾

h
h華
町
内
向
誼
恒
常
白
守
司
向
車
旬
、
ミ
柏
町
F
(
H
U
R
F
H
S
-
C
)
・

が
あ
る
。
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一
八
一
七
年
二
月
五
日
法
(
レ
ネ
法
)

一
八
一
六
年
一
一
月
二
八
日
、
内
務
大
臣
レ
ネ
(
戸
包
ロ
⑦
に
よ
っ
て
準



ホト

{
1
)
 

山
附
さ
れ
た
草
案
が
滋
会
に
挺
川
さ
れ
た
。

{
2
)
 

一
八
一
六
年
の
選
挙
で
勝
利
し
、

資

ユ
ル
ト
ラ
が
要
求
し
た
選
挙
権
の

(
8
)
 

払
大
、
問
桜
選
挙
制
、
五
年
忽
の
全
員
改
選
制
な
ど
の
構
想
を
し
り
ぞ
け
、

議
会
を
支
配
し
て
い
た
立
液
主
党
派
は
、

ユ
ル
ト
ラ
の
碍
進
出
を
阻
止
す
る
た
め
に
農
村
よ
り
も
都
市
の
大
ブ
ル
ジ
ョ

ヮ
、
自
由
派
地
主
に
有
利
な
直
接
制
限
選
挙
制
を
採
用
し
た
。
草
案
は

八
一
七
年
一
月
八
日
ま
ず
代
議
院
を
通
過
し
、
次
い
で
一
月
三

O
日

R
族
院

で
可
決
さ
れ
、
二
月
五
日
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
選
挙
法
は
直
接
制
限
選
挙
制
を
採
用
し
た
が
、
そ
の
手
続
は
ほ
ぼ
以

下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

ω選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
|
民
事
上
お
よ
び
政
治
上
の
諸
権
利
を
享
有

し
、
し
か
も
三

O
歳
以
上
で
少
く
と
も
一
一
一

0
0
フ
ラ
ン
の
直
媛
税
を
支
払
う

フ
ラ
ン
ス
人
男
性
に
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
た
(
第
一
条
)
。
被
選
挙
権
は
、

八
一
八
年
三
月
二
五
日
法
に
よ
り
、
四

O
歳
以
上
で
一

0
0
0
フ
ラ
ン
以
上

の
直
接
税
を
納
入
す
る
者
に
付
与
さ
れ
た
(
第
一
条
)
。
か
く
し
て
、
一
入
会

四
年
憲
章
の
要
件
に
も
ど
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ん
い
選
挙
方
法
|
選
挙
会
は
、
各
県
に
一
つ
ず
つ
設
置
さ
れ
、
直
接
議
員
を

選
出
す
る
(
第
七
条
)
。
ま
た
、
選
挙
に
際
し
て
は
名
簿
式
三
回
投
票
制
が
川

い
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
選
挙
人
は
各
回
の
投
票
で
選
問
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
数
と
同
数
の
氏
名
を
含
む
名
簿
式
投
票
用
紙
で
投
烈
し
(
第
一

条
)
、
有
効
投
票
の
地
問
対
多
数
お
よ
び
品
川
U

録
選
挙
人
の
四
分
の
一
以
上
の
票

を
猪
得
し
た
者
が
最
初
の
二
回
の
投
票
で
ヴ
選
と
な
る
(
第
一
四
条
)
。
一
一
一
同
一

北法30(2・146)478

日
の
投
票
で
は
、
候
補
者
が
雫
席
数
の
二
倍
に
制
限
さ
れ
(
二
岡
目
で
上
位

の
者
)
、
有
効
投
票
の
最
多
数
を
獲
得
し
た
者
が
当
選
と
な
る
(
第
一
五
条
)
。

こ
の
選
挙
法
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
一
八
一
七
、

一
九
年
の
三
度

i¥ 

の
郎
分
的
改
選
に
お
い
て

ユ
ル
ト
ラ
が
選
挙
の
た
び
に
後
退
し
た
の
に
対

一
八
一
七
年
に
立
窯
派
か
ら
分
化
し
た
独
立
派
が
め
ざ
ま
し
い
躍
進
を

(

旬

。

)

と
げ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
法
者
の
意
図
は
一
応

し達
成
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

(

l

)

草
案
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
〉
-
H
Y
-
N
-
r
F
H吋
-
H
M
g
u
l
印出品・

な
お
、
草
案
の
作
成
に
は
ロ
ワ
イ
エ
・
コ
ラ

1
ル
(
m
G
同日
'
(
U
O
Z
阻
止
)

ド
タ
ト
リ
ネ
1
h
w

や
ギ
ゾ

l
(
C
E
N
C
C
な
ど
の
「
純
理
派
」
が
協
力
し
た
が
、
そ
の
た

め
一
八
一
七
年
の
選
挙
法
は
「
純
理
派
の
傑
作
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る

(
服
部
春
彦
「
フ
ラ
ン
ス
復
古
主
政
・
七
月
主
政
」
『
岩
波
講
座
世
界
膝

史
一
九
・
近
代
六
』
岩
波
書
庖
・
一
九
七
四
、
四
二
頁
)
。

(

2

)

国
王
は
、
一
八
一
六
年
九
月
五
日
の
オ
ル
ド
ナ

γ
ス
で
ユ
ル
ト
ラ
議

会
を
解
散
し
、
新
し
い
代
議
院
を
召
集
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
オ
ル

ド
ナ
ン
ス
は
、
一
八
一
五
年
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
を
一
部
修
正
し
、
選
挙

権
年
齢
を
一
二

O
歳
に
、
総
選
挙
権
年
齢
を
四

O
歳
に
す
る
と
と
も
に
、

代
議
院
議
員
の
数
を
二
五
八
に
減
少
し
た
(
司

E]
切
自
己
《

f
b
s
E
i

え
な
ミ
芯
言
、
ミ
ミ
右
足
立
た
右
足
喜
由
、
町
、
ぜ
な
、
昌
之
主
喝
さ
え
白
民
主



り

~
刀
、
白
誼
町
白
肌
旬

F
L
N九
叫
し
同
恥

l
l
H
h
w
h
h
-
回
以
同
門

F

P

H
也
印

A
-
-
u
-
N
N
K
H〉
。

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
基
い
て
行
な
わ
れ
た
選
挙
で
は
、
国
主
与
党
の
立

憲
王
党
派
が
大
都
市
、
北
フ
ラ
ン
ス
な
ど
資
本
主
義
先
進
地
帯
で
庄
勝

し
一
五

O
議
席
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
、
ユ
ル
ト
ラ
は
西
部
、
南
部
な

ど
伝
統
的
な
後
進
農
業
地
帯
で
議
席
を
獲
得
し
た
が
そ
の
ほ
か
の
地
域

で
は
後
退
し
、
結
局
八
八
議
席
に
転
落
し
た
(
中
木
、
前
掲
書
、
四
九

頁)。

(
3
)
ユ
ル
ト
ラ
が
比
較
的
低
い
税
額
に
よ
る
二
段
階
選
挙
制
を
要
求
し
た

こ
と
は
、
か
れ
ら
の
社
会
的
基
盤
が
大
小
貴
族
お
よ
び
聖
職
者
に
あ

り
、
主
と
し
て
農
村
を
基
擦
と
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
ユ
ル
ト
ラ
は
、
「
聖
職
者
と
貴
族
が
が
っ
ち
り
固
め
た
大
多

数
の
選
挙
人
の
下
に
自
由
主
義
的
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
l
票
を
押
し
潰
そ
う

と
し
た
の
で
あ
る
」
(
ジ
ャ
ソ
日
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
プ
テ
ィ
ア
イ
ス
『
フ

ラ
ン
ス
の
右
翼
』
池
部
雅
英
訳
・
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
・
白
水
社
・
一
九
七

五
、
一
一
二
頁
)
。

(

4

)

一
八
一
七
年
法
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
ロ
ロ
m
E
F

窓
口
ロ
ロ
一

2

丘

四。ロロ伊同《凶
4

。司・口広・
4

唱‘]「∞喧]戸埠]{・

(

5

)

一
人
一
八
年
法
の
正
文
は
、
"
・
堂
、
・
暗
唱
・

5
r

(

6

)

提
案
者
で
あ
る
レ
ネ
は
、
こ
の
よ
う
な
税
額
要
件
を
正
当
化
す
べ
く
、

次
の
よ
う
な
発
言
を
行
な
っ
て
い
る
。
「
国
家
の
重
大
な
利
害
に
つ
い
て

の
討
論
に
参
加
し
う
る
と
同
様
す
べ
て
の
投
票
に
参
加
す
る
国
家
の
設

グ
ロ
グ

P
Z
テ
1
W

高
市
民
会
何
回
目
)
B
B
E
a
n
-
gヨ
ロ
ω
)

は
所
有
者
の
中
か
ら
現
わ
れ
る
。

メ
ヂ
イ
オ
タ
h
p

そ
し
て
こ
れ
ら
所
有
者
は
そ
の
よ
り
平
凡
な
財
産
に
よ
っ
て
社
会
の
あ

プラ γス選挙制度史

ら
ゆ
る
身
分
と
か
か
わ
り
、
し
か
も
そ
の
教
養
は
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
全

臣
民
を
主
座
に
対
し
て
代
表
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
の
資
質
に
つ

い
て
十
分
明
ら
か
に
し
て
い
る
」
と
(
〉

-MY-N-rF
ロ
-
H
M
g
c。

(
7
)

レ
ネ
は
、
「
直
接
選
挙
は
選
挙
人
と
議
員
の
聞
に
直
接
的
関
係
を
確

マ
シ
ダ
・
7
1
9

立
す
る
が
、
こ
の
関
係
は
選
挙
人
に
は
受
任
者
へ
の
よ
り
多
く
の
信
頼

を
、
そ
し
て
議
員
に
は
か
れ
ら
の
職
務
の
行
使
に
お
け
る
よ
り
多
く
の

権
威
と
重
み
と
を
与
え
る
」
と
述
べ
て
、
直
接
選
挙
制
を
正
当
化
し

た
(
&
た
・
・
匂

gN)。

フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
の
選
挙
法
の
下
で
初
め
て
直
接
選
挙
が
実
施
さ
れ

た
(
一
七
九
三
年
策
法
も
直
接
選
挙
制
を
採
対
し
て
い
た
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
七
九
三
年
憲
法
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
、
前
掲
論
文
、
二
一
八

l
一
一
一
九
頁
を
参
照
)
。

(
8
)
選
挙
結
果
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
服
部
、
前
掲
書
、
四
三
頁
、
中
木
、

前
掲
書
、
五

O
頁
等
を
参
照
。

一
八
二

O
年
六
月
二
九
日
法
(
二
重
投
票
法
)

一
八
一
九
年
の
選
挙
で
左
翼
た
る
独
立
派
が
勝
利
し
た
こ
と
に
危
俣
の
念

を
抱
い
た
政
府
は
一
八
一
七
年
法
を
修
正
す
る
意
向
を
表
明
し
、
一
八
二

O

年
四
月
一
七
日
内
務
大
臣
シ
メ
オ
ン

G
F
s
t己
が
改
正
草
案
を
議
会
に
提

出
し
た
。
草
案
は
代
議
院
お
よ
び
貴
族
院
で
若
干
修
正
さ
れ
て
可
決
さ
れ
、

北法30(2・147)479

ハ
月
二
九
日
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
選
挙
法
は
、
高
額
納
税
者
の
選
挙
人
に
二
重
の
投
票
権
を
与
え
、
大



料

土
地
所
有
者
の
進
出
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぽ

以
下
の
よ
う
な
手
続
を
定
め
て
い
た
。

資

ω選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権

l
一
八
一
七
年
法
の
規
定
が
そ
の
ま
ま
維
持

さ
れ
た
(
第
二
条
)
。

ω選
挙
方
法
|
各
県
に
は
、

マ
ン
選
挙
会
が
設
置
さ
れ
る
(
第
一
条
〉
。
代
議
院
議
員
の
数
は
四
二
一

O
名
と

一
つ
の
県
選
挙
会
と
複
数
の
ア
ロ
ン
デ
ィ
ス

さ
れ
た
が
、
そ
の
中
二
五
人
名
は
ア
ロ
ン
デ
ィ
ス
マ
ン
選
挙
会
に
よ
っ
て
、

(
8
)
 

残
り
の
一
七
二
名
は
県
選
挙
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
(
第
二
条
)
。
た
だ

し
、
県
選
挙
会
は
、
県
の
全
選
挙
人
の
四
分
の
一
に
等
し
い
数
の
高
額
納
税

者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
(
第
二
条
)
。
し
た
が
っ
て
、

mm
選
挙
会
を
構
成
す

，
る
高
額
納
税
者
(
全
国
で
約
二
五
、

0
0
0人
)
が
、
ア
ロ
ン
デ
ィ
ス
マ

γ

選
挙
会
で
他
の
選
挙
人
と
と
も
に
議
員
の
五
分
の
三
の
選
出
に
参
加
し
、
県

選
挙
会
で
残
り
の
五
分
の
こ
を
か
れ
ら
だ
け
で
選
出
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
か
く
し
て
、
選
挙
過
程
に
お
け
る
高
額
納
税
者
(
主
と
し
て
大
土
地
所

有
者
)
の
優
位
が
人
為
的
に
確
保
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
も
三
回
投

票
制
を
採
用
し
た
が
、
最
初
の
二
回
で
当
選
す
る
に
は
有
効
投
票
の
絶
対
多

数
お
よ
び
登
録
選
挙
人
の
三
分
の
一
以
上
の
票
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
(
第
七
条
)
。

こ
の
選
挙
法
に
基
い
て
行
な
わ
れ
た
一
八
二

O
年
一
二
月
の
選
挙
で
は
右

派
が
町
山
勝
し
、
左
派
リ
白
山
川
派
は
四
コ
一

O
議
席
中
八

O
議
席
を
占
め
る
に
と

(
7
)
 

ど
ま
っ
た
。

北法30(2・148)480

(
l
)

時
の
政
府
は
、
ユ
ル
ト
ラ
の
支
持
を
部
分
的
に
受
け
て
い
た
り
シ
ュ

リ
ュ

1

(
問

E
r
o
}
】
何
回
)
内
閣
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
選

挙
法
改
正
に
は
多
少
と
も
ユ
ル
ト
ラ
の
煮
向
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

(

2

)

草
案
は
一
都
の
二
段
階
選
挙
制
を
規
定
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ア

ロ
ン
デ
ィ
ス
マ
ン
選
挙
会
が
提
出
し
た
候
補
者
の
中
か
ら
全
選
挙
人
の

五
分
の
一
の
高
知
納
税
者
に
よ
っ
て
勝
成
さ
れ
る
県
選
挙
会
が
議
員
を

選
出
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
草
案
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
〉
・
同
M
-

N

印二
-
N
叶・℃
-
N
E

を
参
照
。

な
お
、
シ
メ
オ
ン
は
提
案
理
由
の
説
明
(
〉
司
ニ

N
r
F
N
N
-
u

E∞
l
N
印
。
)
の
中
で
、
ア
ロ
ン
デ
ィ
ス
マ
ン
選
挙
会
を
設
け
た
こ
と
に

つ
い
て
は
選
挙
に
参
加
す
る
選
挙
人
が
多
く
な
る
こ
と
を
、
そ
し
て
二

段
階
選
挙
制
を
採
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
選
挙
が
二
段
階
を
経
る
こ

と
に
よ
っ
て
円
熟
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
正
当
化
理
由
と
し
て
あ
げ

て
い
る
。

(
3
)

一
カ
月
以
上
続
い
た
審
議
に
お
い
て
、
ロ
ワ
イ
エ
・
コ
ラ

l
ル
、
バ

ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
、
マ
ニ
ュ
エ
ル
な
ど

が
草
案
に
反
対
し
た
。
ロ
ワ
イ
エ
・
コ
ラ

I
ル
は
後
に
一
定
の
階
級
に

二
重
の
投
票
権
を
付
与
す
る
こ
と
は
驚
章
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
平
等

に
違
背
す
る
と
し
て
こ
の
法
律
を
憲
法
違
反
で
あ
る
と
非
難
し
た
と
い



わ
れ
る
(
』
・
七
・
。

E
B
a
-
hぬ
M
R
t
q

、RNhh司
、
。
と
同
右
足
。
。
潟
、

E
苫
円
F

匂
m
z
m
r
H由
。
印

-
u
∞
斗
)
。

(
4
〉
「
こ
の
選
挙
法
改
正
が
地
組
中
心
の
当
時
の
租
税
体
系
か
ら
し
て
、
大

土
地
所
有
者
の
政
治
的
発
言
権
の
強
化
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
明
白
で
あ
る
」
(
服
『
川
、
前
掲
書
、
四
四
頁
)
。

(
5
)
こ
の
選
挙
法
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
ロ
E
間三
H

・
7
向
。
口
三
2

2
回
0
8

ロロ
m
H
-
L
・
0
七・

c-F-
司・

H
U
N
i
H申
ω・

ハ
6
)
し
た
が
っ
て
、
草
山
朱
の
二
段
階
選
挙
制
は
し
り
ぞ
け
ら
れ
、
変
則
的

な
直
接
選
挙
制
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

(

7

)

選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
、
出
め
ロ
ミ
∞
官
官
m
m
p

匂
な
な
民
主
忌

で
み
M
M
司
遣
ミ
な

-
(
2
2凹
-
H
8
3
-
H凶

H
8・
中
木
、
前
畑
賀
問
、
五
一
一
貝
、

服
部
、
前
掲
廿
一
目
、
四
四
頁
等
を
参
照
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
政
府
の
目

的
は
成
就
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

(二j

七
月
勅
令
と
七
月
本
命

一
八
二
四
年
の
選
挙
で
圧
勝
し
た
右
派
は
、
自
己
の
政
権
の
長
期
安
定
化

を
図
る
た
め
に
同
年
六
月
九
日
法
に
よ
っ
て
議
員
の
五
分
の
一
の
毎
年
改
選

四

フラ γス選挙制度史

制
の
廃
止
と
議
員
任
期
の
五
年
か
ら
七
年
へ
の
延
長
と
を
決
定
し
た
。

た
、
同
年
九
月
の
ル
イ
一
入
社
の
死
と
そ
れ
に
続
く
シ
ャ
ル
ル
一

O
世
(
ユ

ル
ト
ラ
の
中
心
で
あ
っ
た
ア
ル
ト
ワ
伯
)
の
即
位
は
、
右
派
の
支
配
を
一
層

強
化
し
た
。

し
か
し
、
他
力
、
向
山
派
日
政
府
反
対
派
の
活
動
も
そ
の
後
活
発
と
な

(
3
)
 

り
、
一
八
コ
一

O
年
一
一
一
月
一
六
日
に
は
代
議
院
が
二
一
二
票
対
一
八
一
票
で
国

ア

ド

ν

ス

(
4
}

王
に
友
章
の
尊
重
を
迫
る
「
勅
語
奉
答
文
」
を
議
決
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

国
王
は
五
月
一
六
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
で
議
会
を
解
散
し
、
六
月
一
一
一
一
一
日
お

よ
び
七
月
三
日
の
両
日
に
選
挙
を
行
な
う
と
い
う
対
抗
手
段
を
と
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
選
挙
で
は
四
二
八
議
席
中
二
七
四
議
席
が
反
政
府
派
で
占
め
ら

(
5
}
 

れ
、
政
府
派
議
員
は
一
四
一
一
一
名
に
す
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
シ
ャ
ル
ル
一

O
世
は
、
七
月
二
五
日
、
震
章
第
一
四
条
に
規
定
さ
れ
た
国
家
の
安
全
の
た

(
6
)
 

め
の
勅
令
発
布
権
を
発
動
し
て
四
つ
の
勅
A
V
を
公
布
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
勅
令
に
お
い
て
一
八
二

O
年
法
の
改
正
が
図
ら
れ
た
が
、
主
た
る
改

正
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
県
選
挙
会
の
み
が
議
員
を
選
山
し
、

ア
ロ
ン
デ
ィ
ス
マ
ン
選
挙
会
は
県
選
挙
会
に
対
し
て
候
補
者
を
提
出
す
る
権

利
し
か
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
選
学
人
・
被
選
挙
人
の
必
要
納
税

(-uFEH5220口
問
。
口
三
身
内
)
と
人
的
動
産
税

額
の
算
定
に
際
し
て
地
稲

(一」
B
官。
2
2
0ロ
宮
2
0ロロ丘一
0
2
g
o
r
-
-
5円。)

の
み
が
対
象
と
さ
れ
、

士
Am

川
内
業
税

(
E
百件。
2
0
)
と
戸
市
宮
山
税

(
-
2
H
V
0
3
2
2
向
。
ロ
宮
町
内
回
)
は
除
外

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
点
は
、
選
挙
権
の
完
全
な
行
使
を
各
県
の
選
挙

人
の
四
分
の
一
に
等
し
い
高
額
納
税
者
に
限
定
す
る
こ
と
を
、
そ
し
て
第
二

点
は
、
営
業
税
の
負
担
刊
者
た
る
商
工
業
従
事
者
か
ら
選
挙
権
を
剥
奪
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

し
た
が
っ
て

こ
の
選
挙
法
の
改
正
の

H
的
。
か
、
「
白
山

北法30(2・149)481



d
玲
P

地
守

主
義
的
傾
向
の
強
い
実
業
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
除
外
し
て
、
貴
族
H
大
土
地

資

所
有
者
肘
に
参
政
権
を
独
占
さ
せ
、
新
し
い
議
会
に
政
府
支
特
の
多
数
派
を

創
出
し
ょ
、
与
と
す
る
に
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

し
か
し
、
パ
リ
の
民
衆
は
こ
の
勅
令
に
対
し
て
バ
リ
ケ
ー
ド
を
も
っ
て
応

じ
た
。
七
月
本
命
が
勃
発
し
た
の
で
あ
る
。

(

l

)

選
挙
の
結
果
は
、
「
主
党
派
の
完
町
民
な
勝
利
」
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

「
再
び
見
出
さ
れ
た
議
会
」
(
広
の
y
m
g
r
5
5
2
0
5み
巴
が
出
現
し

た
(
切

2
m白
g
p
o℃
・
巳
了
間
】
・

Ha-
服・
4
州
、
前
掲
古
川
、
四
四
頁
、
中

木
、
前
掲
沢
町
、
正
一
!
五
二
一
良
)
。

(

2

)

一
八
二
四
年
六
月
九
日
法
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
ロ
ロ
間
一
E
F
冨
C白

口
ロ
一
命
吋
巾
円
切
。
ロ
ロ
釦
吋
門
f
o℃
-
n
x
-
H
V
H由
ω・

(
3
)

一
八
二
七
午
一
一
月
に
行
な
わ
れ
た
選
挙
で
は
、
与
党
勢
力
と
左
右

の
政
的
反
対
派
勢
力
と
の
力
関
係
が
逆
転
し
(
一
八
二
じ
年
選
挙
に
つ

い
て
洋
し
く
は
、

ω
7
2
5
m口阿

pz-叫
4

』
ぜ
内
同
~
町
内
町
民
言
。
」
「
L
N
h
w
h
N
M
W

雪

、
ミ
ミ
F
H
K
S
L
o
p
s
a
w
-を
参
照
)
、
七
年
に
わ
た
っ
た
ユ
ル
ト
ラ

政
権
は
一
円
川
崩
壊
し
た
。
た
だ
し
、
ユ
ル
ト
ラ
政
権
は
一
八
二
九
年
の

ポ
リ
ニ
ヤ
ツ
グ
(
℃
三
回
間
口

E
)
内
問
の
成
立
に
よ
り
復
活
し
た
。

(
4
)

十
本
火
川
文
に
つ
い
て
は
、
〉

-HVニ
N
-
r
H・
2
岨
甘

-
2
∞1
2申・

(
民
ノ
)
選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
、
回
日
間
宮
ω
0
・
0
司
三
了
℃

-
H
3・
服
却
州
、

前
掲
及
川
、
四
八
瓦
、
中
木
、
前
掲

vu、
五

4
v
A等
を
参
照
。

(

6

)

七
月
勅
令
は
、

ω定
期
出
版
の
白
山
を
停
止
す
る
勅
令
、

ω代
議
院

の
解
散
に
関
す
る
勅
令
、
出
代
議
院
の
構
成
を
修
正
す
る
勅
令
、

hw選

挙
会
の
召
集
に
関
す
る
勅
令
か
ら
な
る
。
正
文
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も、

k
p
・
p
-
N
-
r
F
2・司・

8
申
1
2
H・

(
7
)
こ
の
選
挙
方
法
は
、
一
八
一
五
年
に
「
ま
た
と
見
出
し
が
た
い
議

会
」
を
出
現
さ
せ
た
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
お
よ
び
一
八
二

O
年
に
シ
メ
オ
ン

に
よ
っ
て
議
会
に
提
出
さ
れ
た
草
案
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

(
B
)
服
部
、
前
掲
書
、
四
八
頁
。

北法30(2・150)482

第
二
節

七
月
王
制
下
の
選
挙
制
度

七
月
王
制
の
成
立
と
一
八
一
二

O
年
窓
意

七
月
革
命
は
、
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
に
代
え
て
オ
ル
レ
ア
ン
主
仰
を
主
位
に
抑

え
、
い
わ
ゆ
る
七
月
王
制
を
成
立
さ
せ
た
。
七
月
王
制
に
制
度
的
枠
組
を
与

え
た
一
八
二
一

O
年
の
憲
章
は
、

一
八
一
四
年
憲
章
と
ち
が
っ
て
欽
定
で
は
な

く
、
議
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
「
修
正
憲
章
」
を
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
が

受
諾
す
る
と
い
う
形
式
(
君
民
協
約
)
で
制
定
さ
れ
た
。

新
憲
章
は
、
選
挙
権
年
齢
を
三

O
歳
か
ら
二
五
歳
に
、
被
選
挙
権
年
齢
を

四
O
歳
か
ら
三

O
歳
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る
こ
と
を
規
定
し
た
(
第
一
一
一
一
一

条
、
第
三
凶
条
)
が
、
選
挙
方
法
に
つ
い
て
は
二
重
投
票
制
の
廃
止
以
外
何

も
触
れ
て
い
な
い
(
第
六
九
条
)
。
し
た
が
っ
て
、
税
額
要
件
や
選
挙
方
法
は

法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(

l

)

そ
の
他
の
相
違
点
と
し
て
、
国
王
の
権
限
が
縮
小
さ
れ
、
議
会
と
り

わ
け
代
議
院
の
権
限
が
拡
張
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
詳
し
く



は、

ζmw丘
一
ロ
匂
M
W

ロロ
2
5
F
C
M
Y
R
F了
間

ν
8
・v-参
照
。

(
2
)

滋
立
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
ロ
ロ
由

E
Y
Y
Fロロ
-
2
2
回
C
ロロ
mw円子

。司

'
n
-
f
司・

5
ι
i
N
e
p
野
村
、
υ

削
旧
向
者
、
五
九
四

i
ぷ
九
八
頁
。

一
八
-
二
年
四
月
一
九
日
法

」
の
法
律
は

よ八ー
つニニ
て O
ぷ :1t
ノミ ー-

{;(月

さ O
;h日

I'/C 人]

決2務
が大
修じf
11: モ
IIT ン
決タ
さリ
;hヴ
fニエ

主主
bノ o
でs.
あ巴
えす足

Lノ

窓
章
の
第
六
九
条
に
し
た
が
っ
て
制
定
さ
れ
た
一
八
〈
一
年
四
月
一
九
日

(
3
)
 

法
は
、
選
挙
に
つ
い
て
以

F
の
よ
う
伝
子
統
を
定
め
て
い
た
。

ω選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
!
日
州
事
上
お
よ
び
政
治
上
の
高
権
利
を
享
有

し
、
し
か
も
満
三
五
段
以
上
で
少
く
と
も
二

0
0
フ
ラ
ン
の
直
後
税
を
支
払

う
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
入
力
性
に
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
た
(
第
一
条
)
。
た
だ

し
、
選
挙
区
の
選
挙
人
の
数
が
一
五

O
人
に
達
し
な
い
場
合
は
、

一
五

O
人

仁)

tf1 

に
な
る
ま
で
一
一

0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
高
級
納
税
者
が
召
集
さ
れ
る

条
)
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
選
挙
人
の
ほ
か
に
、
学
士
院
会
只
と
一
二

0
0

ブラ γス選挙制度史

フ
ラ
ン
の
年
金
を
も
ら
い
か
っ
選
挙
灰
に
三
年
間
居
住
す
る
険
海
軍
の
退
役

将
校
は
、
一

0
0
フ
ラ
ン
の
直
接
税

(
r
F
E
T
Eロω
)

を
支
払
う
こ
と
に

(
4
)
 

よ
っ
て
選
挙
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
〈
第
三
条
)
。
被
選
挙
権
は
、

2

一O
歳

以
上
で
少
く
と
も
五

0
0
フ
ラ
ン
の
は
一
後
税
を
支
払
う
来
に
付
与
さ
れ
た

(
第
五
九
条
)
。

ω選
挙
方
法

i
H什
選
挙
会
は
議
員
一
名
を
一
位
終
選
出
す
る
が
、
代
議
院
が

四
五
九
名
の
議
員
に
よ
っ
て
織
成
さ
れ
る
の
で
、
凶
五
九
の
選
挙
会
(
選
挙

民
)
が
存
夜
す
る
こ
と
に
な
る
(
第
三
八
条
、
第
三
九
条
)
。
投
票
は
三
回
ま

で
行
な
わ
れ
、
最
初
の
二
同
の
投
票
で
当
選
す
る
に
は
有
効
投
票
の
絶
対
多

数
と
登
録
選
挙
人
の
三
分
の
)
以
と
の
哀
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
(
第
五
四
条
)
。
二
回
目
の
投
票
が
終
っ
て
も
選
挙
が
完
了
し
な
い
場
合
に

は
一
一
同
日
の
上
位
二
人
の
問
で
第
三
回
投
票
が
行
な
わ
れ
、
段
多
数
の
哀
を

獲
得
し
た
者
が
当
選
と
な
る
(
第
五
五
条
)
。
し
た
が
っ
て
、
小
選
挙
区
絶
対

多
数
二
一
回
投
票
制
と
も
い
v

つ
べ
き
選
挙
方
法
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ

弓
J
C

一
八
二
二
年
法
は
、
七
月
五
制
の
全
期
間
を
通
じ
て
適
川
さ
れ
た
が
、
こ

の
法
律
に
基
い
て
選
出
さ
れ
た
代
議
院
の
構
成
の
特
色
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
革

命
以
前
か
ら
の
針
族
の
比
頭
が
低
下
し
、
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
議
員
の
大

部
分
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
官
吏
議
員
(
訟
司
王
宮
田
守
口

2
5ロ目

(

6

)

(

7

)

 

E
戸円
m
m
)

の
比
率
が
き
わ
め
て
向
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

l

)

草
案
は
、
被
選
挙
権
の
た
め
の
税
額
要
件
を

-
0
0
0フ
ラ
ン
か
ら

五

O
Oブ
ラ

γ
に
引
き
下
げ
、
医
師
、
教
師
、
弁
謎
士
、
司
法
官
、
公

カ
バ

V
テ

証
人
、
代
訴
人
な
ど
、
幅
広
い
「
能
力
者
」
の
追
加
を
定
め
て
い
た

公
平
案
の
全
文
は
、

P
H
Y二N
回二

Fge
同)・

4
H
N
l
ロ
印
)
。
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ホ}

な
お
、
提
案
者
で
あ
る
モ
ン
タ
リ
ヴ
ェ
は
、
提
案
理
由
の
説
明
の
中

グ
ロ
グ
リ
エ
テ
リ
ユ
ミ
エ

1
w

で
、
「
財
産
と
知
識
」
こ
そ
選
挙
を
行
な
う
の
に
必
要
な
能
力
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
(
モ

γ
タ
リ
ヴ
ェ
の
演
説
に
つ
い
て
は
、

S
H
R・

-ν

・
昌
由
l
斗

H
H
)
。
広
汎
な
「
能
力
者
」
の
追
加
は
、
「
知
識
」
を
重
視
し

た
こ
と
の
帰
結
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(

2

)

草
案
が
最
終
的
に
法
律
と
し
て
可
決
さ
れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
は
、
守
目
m
E
E
P
c
-
u
-
n
-
了
間
)
・
印
∞
l
日
U
-

(

3

)

一
八
一
一
二
年
法
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
ロ

E
m
E
F
ζ
g
Z
R
2

∞C
ロロ釦】
z
y
c
-
u・
n
F
F
-

間以・

N
C
O
I
N
H
Y

(

4

)

ロ
ム
氏
に
よ
れ
ば
、
一
八
二
二
年
法
が
選
挙
人
間
の
儲
成
に
お
よ
ぽ

し
た
影
山
mau
は
川
相
対
的
に
小
さ
く
、
選
挙
人
団
の
倍
加
に
し
か
な
ら
な
か

っ
た
と
さ
れ
る
(
ロ
ム
、
前
編
訳
書
、
九
九
点
、
な
お
向
者
、
一

O
O

頁
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
統
計
も
参
照
せ
よ
)
。

(
民
ノ
)
選
挙
一
民
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

ω
r
2
B
E
同

g
f巳
同
ミ
ミ
ミ
、
、
。
.

去
に
片
足
、
内
ミ
史
民
主
、

h
。
S「
伺
旬
以
』
と

N.』守
k
v
p
(
円、。ロ仏
O

F

H
由
ω叶
)
唱
℃

-
N
]
5
i
l
N
U
C

を
参
照
。

(

6

)

七
月
王
制
下
の
官
吏
沼
市
員
の
数
は
、
最
低
一
四

O
人
、
円
以
尚
二

0
0

人
で
あ
り
、
そ
れ
は
J

一O
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
凶
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
比
率

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
(
ロ
ム
、
前
掲
訳
円
、
一

O
二
l
一
O
一一-

瓦)。

(

7

)

七
月
王
制
下
の
代
議
院
の
悦
成
に
つ
い
て
は
、
宮
石

5
2
P
8・
2
f

日

ysts-
服
部
、
前
掲
前
回
、
五
一
五
二
十
氏
、
中
木
、
前
掲
近
、
六

o
l六
一
一
員
。

資

第
三
節

一
九
世
紀
前
半
の
自
由
主
義
的
思
想
家
と
選
挙
の
問
題

北法30(2・152)484

ハン
J
J
J

ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン

パ
γ
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
、
次
い
で
復
+
川
主

制
下
の
ユ
ル
ト
ラ
に
反
対
し
た
自
由
主
義
思
想
の
理
論
家
で
あ
り
、
個
人
的

(
1
)
 

自
由
主
義
の
最
も
輝
か
し
い
擁
護
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

か
れ
の
政
治
四
社
論
の
課
題
は
、
「
何
よ
り
も
こ
の
個
人
的
自
由
を
守
り
抜
か

ん
が
た
め
、
そ
れ
の
保
障
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
政
治
的
自
向
H
政
治
的
権
利

(
2
}
 

の
体
系
を
、
制
度
論
あ
る
い
は
機
構
論
と
し
て
構
成
し
て
行
く
こ
と
」
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
に
と
っ
て
、
自
由
と
は
「
個
性
の
勝
利
」

(-o
可
5
日
間
)
}
百
《
凶
作
コ
ロ
LwiEm--広
)
、
す
な
わ
ち
「
少
数
者
を
多
数
者
に

服
従
さ
せ
る
権
利
を
要
求
す
る
大
衆
に
た
い
す
る
と
同
じ
よ
う
に
、
専
制
主

義
に
よ
っ
て
支
配
し
よ
う
と
す
る
権
威
に
た
い
す
る
個
性
の
勝
利
」
を
意
味

し
、
そ
れ
ゆ
え
か
れ
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
専
制
主
義
の
両
方
を
し
り
ぞ
け
て

立
憲
君
主
制
を
支
持
す
る
に
至
る
。

コ
ン
ス
タ
ン
は
、
立
法
権
に
つ
い
て
位
襲
的
貴
族
院
と
代
議
院
と
か
ら
な

る
二
院
制
の
採
用
を
説
い
た
が
、
そ
の
下
院
た
る
代
議
院
の
選
挙
に
つ
い
て

は
「
国
民
代
表
に
真
の
力
と
世
論
の
内
郎
に
ま
で
至
る
抑
怖
い
恨
と
を
付
与
し

(5) 

ょ
う
」
と
し
て
、
直
接
選
挙
制
の
採
用
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
決

し
て
普
通
選
挙
制
の
帰
結
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
か
れ
が
「
選
挙
人
以



制
度
に
代
わ
っ
て
直
接
選
挙
制
が
採
用
さ
れ
る
な
ら
、
財
産
上
の
諸
要
件
は

(
6
)
 

不
可
欠
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
か
れ
は
、
「
(
選
挙
を
行
な
う
の
に
必
要
な
)
知
識
の
獲
得
と
判
断
の

公
正
さ
と
に
は
余
暇
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
余
暇
を
確
保
す
る
財

産
の
み
が
人
聞
が
政
治
的
諸
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
」
と
考

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
説
か
ら
は
、
当
然
税
額
に
基
く
制
限

選
挙
制
が
帰
結
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

tコ

(
1
)

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ロ
l
ズ
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
思
怨
史
』
(
横
問
地
弘
訳
・

文
庫
ク
セ
ジ
ュ
・
白
水
社
・
一
九
五
二
)
七
九
γ

円

な
お
、
本
節
で
は
、
議
会
王
制
下
の
制
限
選
挙
制
を
恨
拠
e
つ
け
る
理

論
を
展
開
し
た
思
想
家
と
し
て
、
一
九
世
紀
前
半
の
三
人
の
自
由
主
義

的
な
い
し
立
憲
主
義
的
思
想
家
を
と
り
あ
げ
簡
単
に
考
察
す
る
(
一
九

世
紀
前
半
の
自
由
主
義
思
想
を
依
っ
た
基
本
的
文
献
と
し
て
は
、
田
中

治
労
『
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
生
成
と
展
開
』
東
京
大
学
出
版
会
・
一

九
七

O
が
あ
る
ゴ

(

2

)

問
中
、
前
掲
書
、
二
六
rA。

(
3
)
Y
尚
三
円
巳
虫
色
♀

2
0
2ペ
m
Z
C
ω
ロ
ロ
苦
ア
虫
丸
三
立
母
国
弘
弘

ha

k
v

色町民同凡さ
Rhr
印。

b
L
・噂(可岱叶岡田司】由、吋一凶)・
H
Y
A
品、吋・

(

4

)

「
白
山
は
立
憲
宗
主
制
の
下
に
お
い
て
」
l

分
か
つ
完
全
に
存
立
し
う

る
」
(
田
中
、
前
掲
母
、
間

O
頁
か
ら
引
用
)
。

(

5

)

白
言
、
時
的
九
時

N
W
S
B室
s
n
S臼
H
S
F
(
E
r
g
-
5
0巳
-
5
2チ

ブラシス選挙制度史

]
戸
申
印
叶
)
唱
同

YHHUU-

〔

6
)
』
乞
礼
二
甘
・
一
戸
品
目
・

(
7
)
L
3
H札よ同
Y
H
H
A寸・

ま
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
は
あ
る
著
名
な
文
筆
家
の
意
見
守
}
引
き
な
が
ら

次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
財
産
要
件
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
「
非
所

有
者
。

2
5
P言
。
司
ユ
合
E
B
m
)
が
政
治
的
諸
権
利
を
も
っ
時
、
以

下
に
言
及
す
る
三
つ
の
事
態
が
起
き
る
。
非
所
有
者
が
(
行
動
の
)

ア

y
ピ
a
p
y
a
y

推
進
カ
を
か
れ
ら
自
身
か
ら
し
か
受
け
な
い
時
に
は
か
れ
ら
は
社
会

を
破
壊
し
、
権
力
の
座
に
あ
る
人
も
し
く
は
人
々
か
ら
そ
れ
を
受
け
る

テ
イ
ヲ

=
1

時
に
は
か
れ
ら
は
暴
政
の
道
具
と
な
り
、
そ
し
て
最
後
に
、
権
力
に
つ

プ
プ
タ
M
y
g
y

く
こ
と
を
活
望
す
る
人
々
か
ら
受
け
る
時
に
は
か
れ
ら
は
党
派
の
近

具
と
な
る
。
か
く
し
て
、
財
産
上
の
諸
要
件
が
必
要
と
な
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
選
挙
人
と
被
選
挙
人
の
両
方
に
と
っ
て
等
し
く
必
要
で
あ

る
」
(
芯
た
よ
℃
・

H
E∞
)
と
。

と
こ
ろ
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
は
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
要
件
と
し
て

の
財
広
に
つ
い
て
、
土
地
財
産

2
2官
5
b
h
oロ
丘
町
。
)
と
産
業
財

産
(
唱
円
。
官

E
P
E
L
E
E
o
z
m
w〉
の
ほ
か
に
知
的
財
産

2
5官
吾
か

5
Z
}
}伶
2Em--と
を
と
り
あ
げ
検
討
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、

SR-

v
ロ
怠
ロ
E-
田
中
、
前
掲
持
、
四
六
四
七
頁
。
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ロ
ワ
イ
エ
・
コ
ラ

I
ル

「
《
芯
章
》
に
川
っ
た
白
山
主
義
」
の
代
表
者
と
さ
れ
る
ロ
ワ
イ
エ
・
コ
ラ

ー
ル
は
、

ユ
ル
ト
ラ
が
議
会
を
支
配
す
る
こ
と
を
行
戒
す
る
と
同
時
に
「
デ



}
 
、、一
ゆ
京
A
1

A
2
v
 

モ
グ
ラ
シ
ー
が
あ
ふ
れ
で
流
れ
川
す
」
こ
と
を
も
怖
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

か
れ
は
白
山
を
「
絶
対
社
主
政
あ
る
い
は
絶
対
民
主
政
の
い
ず
れ
の
形
式
に

資

し
ろ
、
絶
対
的
な
同
家
権
力
か
ら
生
ず
る
可
能
性
の
あ
る
脅
威
を
制
限
す
る

(
3
)
 

力
」
だ
と
考
え
る
と
と
も
に
、
主
権
に
つ
い
て
は
仔
主
主
権
と
人
民
主
権
の

両
万
を
排
斥
し
「
岡
崎
性
主
権
」

(
F
凹

E
=
z一口
2

b

L

。

z
s
z
g
)
を
宅

張
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、

R
・
コ
ラ
l
ル
は
選
挙
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で

グ
オ
M
M
Y
テ

ベ

山
W

ヅ
y
d
p

あ
ろ
う
か
。
議
会
を
広
思
や
人
絡
で
は
な
く
国
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
代

表
す
る
も
の
と
み
な
し
て
い
た
か
れ
は
、
代
表
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
利
議

を
有
す
る
者
に
の
み
選
挙
権
を
与
え
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
か
れ
は
、
そ
の

利
益
を
も
た
な
い
す
べ
て
の
人
を
選
挙
か
ら
排
除
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
排
除
を
正
当
化
す
べ
く
川
氏
関
さ
れ
た
の
が
「
選
挙

権
公
務
沿
」
で
あ
っ
た
。
四
化
性
を
主
権
t
h
で
あ
る
と
し
た

R
-
コ
ラ

l
ル
に

と
っ
て
、
市
民
は
自
分
自
身
で
は
い
か
な
る
権
利
も
も
た
ず
、
選
挙
人
の
資

(
6
}
 

絡
も
窓
章
が
付
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
姿
す
る
に
、
か
れ
は
、
選
挙
権
を

人
間
の
尊
厳
そ
の
も
の
に
問
有
で
も
な
く
、
ま
た
自
然
権
で
も
な
く
、

義
務
、

一
の
公
務
で
あ
り
、
必
変
円
以
小
限
の
知
識
・
経
験
を
も
た
な
く
て
は

(
6〉

遂
行
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
仕
考
え
の
も

一
八
一
凶
作
法
草
が
定
め
た
税
制
要
件
を
正
当

と
に
、

R
・
コ
ラ
l
ル
は

(
7
)
 

化
し
支
持
も
し
た
の
で
あ
る
。
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の

(
l
〉
問
中
、
前
掲
書
、
五
七
一
氏
。

(
2
)
z
h
白
色
私
書
色
町
、
ミ
芯
円
言
な

b

H
之内
H

昌
吉
、

b
・3
(
J
-
P
-
J
イ
ヤ

I

『
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
思
想
』
五
寸
嵐
山
叫
作
訳
・
岩
波
書
応
・
一
九
七

0

・二一

O
瓦)。

(
3
)
メ
イ
ヤ

l
、
前
掲
訳
苫
、
一
ニ

O
瓦。

(
4
)
R
・
コ
ラ

1
ル
の
主
権
論
に
つ
い
て
は
、
同
州
c
r
o
ユ
L
O
Z
S
E
E
-

り
2
B
m
H
a
m
s
-
h
a
札
口
ミ
ミ
誌
な
も
む
『
た
右
足
時
同
一
札
。
勾
。
い
て
雲
、
i
n
q
ご
号
、
h
F

(
句

2
2・
H
2
8
ι
)
日
目
忠
・
を
参
照
(
「
理
性
主
権
」
に
つ
い
て
は
と

く

に

℃

巴

lE)。

(
5
)
R
・
コ
ラ

l
ル
に
よ
れ
ば
、
選
挙
人
と
被
選
挙
人
は
、
「
滋
章
の
官

吏
」
(
向
。
ロ
2
5ロロ
E
E
m
L。
-
m
(
u
y
m
円
芯
)
で
あ
る
と
さ
れ
る

Q
E札
-

H
】

]
F
N
印
)
。

(
6
)
R
・
コ
ラ
l
ル
の
「
選
挙
権
公
務
論
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
匙
刷
、
・
・

]
以
戸
ω
l
H
N
少

{
υ
7
日
E〕子
D
H
U
-

己
了
H
U
-

∞
∞
・
ド
ロ

1
ズ
、
前
川
両
訳
H
H
l

、

八
三
頁
等
を
参
照
。

(
7
)
R
・
コ
ラ

l
ル
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
代
議
院
の
毎
年
の
部
分
的
改
選

制
と
前
後
選
挙
制
を
支
持
し
た

(
Z
2
s
g
目。2
5
R
Z
P
C匂・

nFf
匂-

H
Nめ
)
。

ギ
ゾ

{
1
)
 

ギ
ゾ
ー
は
、
じ
月
主
制
の
下
で
大
臣
お
よ
び
首
相
臓
を
歴
任
し
た
が
、
そ

の
際
、
ジ
ュ
ス
ト
・
ミ
リ
ュ

l

(
中
尉
)
と
呼
ば
れ
る
政
治
を
行
な
っ
た
。



す
な
わ
ち
、
か
れ
は
復
古
ヨ
制
の
復
活
を
企
関
す
る
シ
ャ
ル
ル
一

O
世
派
、

お
よ
び
普
通
選
挙
権
の
獲
得
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
共
和
派
の
両
方
と
対
決

(
2
)
 

し
、
「
中
間
階
級
(
中
産
階
級
)
」
を
担
い
手
と
す
る
政
治
を
遂
行
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
か
れ
は
ロ
ワ
イ
エ
・
ヨ
ラ
l
ル
同
隊
、
行
主
主
権
お
よ

び
人
民
主
権
と
は
区
別
さ
れ
る
理
性
主
権
の
立
場
を
と
っ
た
。

普
通
選
挙
制
を
憲
章
の
政
治
に
た
い
す
る
ア
ナ
ル
シ
l
の
支
配
そ
の
も
の

と
解
し
た
ギ
ゾ
i
は、

選
挙
権
を
中
間
階
級
に
限
定
す
ベ
く
、
「
政
治
的
権

利
は
普
遍
的
で
な
く
、
万
人
に
子
等
で
は
な
い
。
そ
れ
は
特
殊
的
で
あ
り
、

限
定
的
で
あ
色
と
述
べ
て
政
治
的
権
利
に
お
け
る
平
等
を
否
定
し
た
。
か

く
し
て
、
ギ
ゾ
l
は
、

一
八
三

O
年
憲
章
お
よ
び
一
八
一
一
一
一
年
法
、
か
規
定
し

た
税
額
に
芯
く
制
限
選
挙
制
に
頑
迷
に
固
執
し
、
普
通
選
挙
制
の
要
求
に
対

し
て
「
働
い
て
金
持
に
な
り
た
ま
え
。
そ
う
す
れ
ば
志
向
君
は
有
権
者
に
な
れ

(
4
)
 

る
で
あ
ろ
う
」
と
答
え
そ
れ
を
断
闘
将
否
し
た
の
で
あ
る
。

り

(

l

)

ギ
ゾ
!
は
、
復
古
王
制
の
下
で
は
「
純
理
派
」
の
一
人
と
し
て
概
ね

政
府
反
対
派
に
位
置
し
て
い
た
が
、
七
月
王
制
の
下
で
は
一
転
し
て
体

制
イ
デ
オ
ロ
!
グ
と
し
て
活
躍
し
た
。

(
2
)

ギ
ゾ

l
は
「
中
間
階
級
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
中
間
階
級
は
、
市
民
秩
序
に
お
い
て
は
い
か
な
る
特
権
も
制
限
も
う
け

ず
、
か
つ
政
治
秩
序
に
お
い
て
は
国
民
全
体
の
上
刻
述
動
に
絶
え
ず
関

か
れ
て
お
り
、
我
々
の
見
解
で
は
、
そ
れ
は
最
良
の
機
関
で
あ
り
一
七

プヲ γス選挙制度史

八
九
年
の
諸
原
則
の
最
良
の
務
人
で
も
あ
る
」
と
(
の

5
8
f
ミh
苦
宇

弘、S
L
-
〈

E-
℃・印

8
・

n
E
百
円
富
山
間
S
U
P
S
-
口一片・・同
Y

印M
l

印

ω)
。

田
中
氏
は
、
ギ
ゾ
l
の
階
級
理
解
に
お
け
る
錯
覚
(
ま
た
は
虚
偽
意

識
)
に
つ
い
て
「
ギ
ゾ
l
の
観
念
の
中
で
は
古
き
貴
族
階
級
の
現
存
が

前
擬
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
そ
の
下
に
位
置
す
る
階
級
は
「
中
間
階

級
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
た
ち
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
旧
来
の
特
権
的
貴
族
は
大
革
命
以
来
も
は
や
存
夜
し
な
い
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
当
然
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
た
ち
が
最
上
層
の
階
級
と
な
っ

て
い
る
L

と
の
興
味
深
い
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
(
問
中
、
前
掲
害
、

一一

O
頁
)

o

ギ
ゾ
ー
が
「
中
間
階
級
」
に
よ
っ
て
理
解
し
た
も
の
と

今
日
我
々
が
そ
れ
に
よ
っ
て
普
通
理
解
す
る
も
の
と
の
問
に
は
相
当
の

ズ
レ
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
3
)

一
八
一
一
一
一
年
一

O
月
五
日
の
代
議
院
に
お
け
る
発
言
(
〉
-
H
Y
-
N
・

印
-
-
?
斗
(
)
噂
甘

ω寸
H

)

。

な
お
、
こ
の
発
言
は
、
シ
エ

1
ス
の
能
動
市
民
と
受
動
市
民
の
区
別

を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

(
4
)
H
M
E乙
切

2
2チ

h
v白岡、
b
s
m
w
苦
肉
、
同
H

h

p

h

h

a

・
、
ぜ
白
均
四

S
2
2
3
。~・

(
P
E
F
H
E
8・
}
Y
N
少
メ
イ
ヤ

l
、
前
掲
訳
書
、
一
一
-
間
早
川
H
O

以
上
の
簡
単
な
考
察
か
ら
、
三
人
の
思
想
家
が
い
ず
れ
も
「
一
七
九

三
年
の
精
神
」
で
は
な
く
「
一
七
八
九
年
の
精
神
」
に
基
い
て
自
己
の

憲
法
構
想
お
よ
び
選
挙
構
想
を
構
築
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
か
れ
ら
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ

l
ル
や
コ
ン
ド
ル
セ
ー
で
は
な
く
、
シ
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料

エ
ー
ス
や
パ
ル
ナ
1

ヴ
の
閣
内
論
を
継
承
し
、
そ
れ
を
再
構
成
し
た
と
い

え
よ
う
。

資

第
二
章
の
ま
と
め

議
会
王
制
期
の
選
挙
制
度
の
特
徴
は
、
か
な
り
向
い
税
制
に
基
く
制
限
選

挙
制
を
採
用
し
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
第
二
章
の
ま
と
め
に
か
え
て
、

ω税
初
制
限
選
挙
制
と
選
ネ

、

，

，

、

B

，，

権
理
論
、
何
議
会
主
制
期
の
選
挙
十
刀
法
、
印
税
制
制
制
限
選
挙
制
の
政
治
的
帰

結
の
三
点
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
す
る
。

ω税
額
制
限
選
挙
制
と
選
挙
権
珂
論

議
会
王
制
期
の
選
挙
制
度
の
基
本
的
特
徴
で
あ
る
税
領
制
限
選
挙
制
を
支

持
し
た
人
々
は
、
革
命
期
に
税
額
に
よ
る
制
限
・
間
接
選
挙
制
を
支
持
し
た

人
々
が
展
開
し
た
選
挙
権
に
つ
い
て
の
理
論
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
継
承
し

た
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
ら
は
選
挙
に
参
加
し
う
る
者
を
「
利
益
と
能
力
」
を

有
す
る
者
に
限
定
し
よ
う
と
し
、
し
か
も
政
治
能
力
を
は
か
る
悲
準
と
し
て

「
富
(
財
産
)
」
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
議
会
王
制
期
の
人
々
が
、

「
富
(
財
産
)
」
に
く
わ
与
え
て
「
知
識
」
を
も
近
南
京
な
基
準
と
考
え
た
こ
と
に

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
パ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
や
モ
ン
タ
リ

ヴ
ェ
の
意
見
を
参
照
)
。

そ
し
て
、

」
の
選
出
中
は

一
八
一
一
二
年
法
で
部
分

的
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ω議
会
王
制
則
の
選
挙
方
法

近
代
選
挙
法
の
原
則
の
一
つ
で
あ
る
直
接
選
挙
制
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
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の
時
期
(
一
八
一
七
年
法
以
降
〕
に
確
立
し
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な

(
0
)
 

ら
な
い
0

・
山
税
額
制
限
選
挙
制
の
政
治
的
帰
結

35， 631e70. O)! 

14， 316(71. 3) 
38，123(77.9) 

19，144(78.4) 
84，259(85.0) 

17，805(81. 9) 
74，655(84.3) 

20， 329(71. 9) 
86，515(91. 5) 

| 殺繍録選挙人 l 

則
I 1 C. A. 50， 9111 

11 C. D. 20，0661 29，250，0611: ~. -';:' ~~' ~~~I 
1 1 C. A. 48， 958; 

31，274，O1111C D 24，423 
Il C. A. 99， 125 
11 C. D. 21，748 31， 994， 6331 Il C. A. 88， 003 

32，485，47911C.D.23，280 
l C. A. 94， 598 

(%) 投票者ロ人|選挙の日付|

夜吉豆爾デ
1815. 8 

1816.10・・・ h ・

1824. :3・・ ・・

1827.11 ・・・・

1830. 6 

く七月王制〉
1831. 7目… 125，090(75.5) 

129，211(75.6) 

166，583 32，569，223 

32，992，581 1834. 6 

151，720(76.3) 

164，862(81. 9) 

173，694(78.9) 

199，827(82.9) 

171，015 

220，040 

240，983 

8，220，6641 6，867，072(83.5) 

198，836 

201，271 

33，751，227 
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q
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Q
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只
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氏
U
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1837.11・…・

1846. 8...... 
く第二共和制〉
1848.4.23・・

1839. 3….. 
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(
1
)
 

前
頁
に
掲
げ
た
統
計
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
議
会
主
制
期
の
税
額
制
限

選
挙
制
は
選
挙
権
を
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
人
々
に
し
か
与
え
ず
、
そ
れ
に
よ

ベ
イ
イ
・

νガ
ル

り
、
少
数
の
富
め
る
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
法
的
な
国
」
と
国
民
の

ベ
イ
イ
・

ν
晶
ル

大
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
現
実
の
国
」
と
を
分
離
・
対
立
さ
せ
、
後

者
を
議
会
制
の
枠
内
か
ら
ほ
と
ん
ど
完
全
に
排
除
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
議
会
王
制
期
の
税
額
制
限
選
挙
制
は
、
い
わ
ゆ
る
「
富
者
の
ア
リ
ス

(
2
)
 

ト
グ
ラ
シ

I
」
(
有
産
者
寡
頭
支
配
体
制
)
の
出
現
を
政
治
的
に
帰
結
し
た

と
い
え
よ
う
。

亡ネ

(
O
)
た
だ
し
、
第
二
院
に
つ
い
て
は
そ
の
後
も
間
接
選
挙
制
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。

(

i

)

こ
の
統
計
は
、
豆
一
回
E
U
n
・
8
・
nFF
・-v
・
8
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

表
に
基
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
。
・

0
・
は
県
選
挙
会

〈

no--bmg
仏

白

色
A

山富『
R
B伶
ロ
同
)
を
、
。
・
〉
・
は
ア
ロ
ン
デ
ィ
ス
マ
ン

選
挙
会

(no--22
円
2
3ロ《
F
Z
B
B
C
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
。

(
2
)
「
富
者
の
ア
リ
ス
ト
グ
ラ
シ

l
論
」
に
つ
い
て
は
、
出
川
稿
、
前
掲
論

文
、
二

O
九
頁
の
マ
ラ
!
の
発
言
等
を
参
照
。

ブラ γス選挙制度史

(
未
完
)
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Histoire des sysぬmeselectoraux en France (2) 

Nobuhiro OKADA 

A la suite du vol. XXIX no. 2 de cette Revue (1978)， on continue 

d'examiner l'histoire des systemes electoraux en France. Ce present 

numero traite l'epoque des monarchies parlementaires au XIXe siecle : 

la Restauration et la Monarchie de Juillet. Ce qui caracterise les 

systemes electoraux de cette periode， c'est le systeme censitaire. On 

resumera les conclusions de l'examen dans ce numero en trois 

rubriques suivantes; 

1) Le systeme censitaire et deux theories de l'electorat 

Ceux qui ont soutenu le systeme censitaire employerent“la theorie 

de l'electorat-fonction "， non pas “la theorie de l'るlectorat・droit";Ils 

ont cru que l'electorat devait ete limite a ceux qui avaient l'interet， 

la capacitるetla lumiere. On a reproduit ainsi la th佐oriequi legitimait 

les systemes censitaires et indirects pendant la Revolution. 

2) Le mode electoral 

λcette epoque・la，on a etabli le systeme du suffrage direct qui 

est devenu un des principes des lois electoraux modernes (mais， en 

ce qui concerne la deuxi如lechambre， meme des cette epoque， on a 

employるlesuffrage indirect). 

3) La consequence politique du systeme censitaire 

Le systeme censitaire a la phase des monarchies parlementaires a 

separe le pays legal (qui己taitconstitu邑parun petit nombre des riches) 

du pays reel (qui邑taitconstitu邑parl'ecrasante majorite de la nation)， 

et exclu celui-ci du cadre legal du systeme parlementaire presque 

parfaitement. C'est par consequent et politiquement que le systeme 

censitaire n'etait autre chose que“l'aristocratie des riches ". 
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